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microvascular cell injury caused by hydrogen peroxide. 15th Societas 

Ophthalmologica Europaea Congress. Berlin, September 2005 

33)  周麗, 荒木亜寿香, 中野晃伸, 柳勇, 大平明弘, 原田孝之: 神経・雄性生殖系

ミュータント AMSマウス: 11.光刺激による網膜視細胞死の促進. 第 46回日

本組織細胞化学会総会・学術集会. 京都, 2005年 10月 

34)  郷渡有子 尾花明, 永瀬康規, 平光忠久, 平野達, 堀田喜裕, 大平明弘, 植田
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麻痺に対して筋移動術を行った 1例. 第 7回島根県眼科冬期学術講演会. 第
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を受けた脈絡膜悪性黒色腫患者の臨床経過. 第 15回島根眼科研究会. 出雲, 
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